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アライアンスの今後の進め方

2024年５⽉

～大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（МOBA） スタートアップミーティング(R6.5.8)～

資料３
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〔意⾒交換❶〕 ワーキングの設置（事務局案）

 藻場再⽣・創出・技術実証ワーキング・・令和６年冬季の取組開始に向けて

 情報発信強化ワーキング・・年間通じた⼤阪湾の取組みの情報発信に向けて

検討例 ：① 失敗事例・成功事例を共有し意見交換による取組活性化

➁ 藻場創出適地等の情報提供を踏まえた藻場の再生・創出

③ Jブルークレジット創出を見通した検討 等

想定会員：既存取組事業者、新たに藻場創出に取り組みたい事業者、技術メーカー・調査会社・計測、

J-ブルークレジット創出事業者、各種団体 等

検討例 ：① 戦略的な情報発信の方法（年間通じて大阪湾のＰＲを実施）

➁ ブルーカーボンの情報発信・イベント開催・企画展等の検討

③ 万博に向けた情報発信内容（大阪府が作成する、大阪湾のブルーカーボン生態系のPR動画 等） 等を想定

想定会員：既存取組事業者、新たに藻場創出に取り組みたい事業者、水族館、広報・情報発信関係、博覧会協会 等

 会員のニーズ・要望に合わせた意⾒交換会の開催

 大阪湾におけるブルーカーボン生態系に関する一元的な情報発信や、藻場の再生・創出を進めるため
のワーキングを設置し、具体的な取組みを展開する。

 本日の会議、又は、後日事務局までご連絡お願いします
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〔意⾒交換❶〕 アライアンスへのニーズと対応（参加申込時のご意⾒等）

• 見学や参加可能な取組みなどがあれば知りたい。また、現場で活動されている団体と情報交換を実施したい

• 藻場再生と海藻が吸収するCO2の証書化（ブルーカーボン)の試みなどの活動があれば参加したい

• 各会員の取組事例、技術提案や課題の共有にあたり、それらを取りまとめた資料がほしい

• 必要な時に必要な情報にアクセスしやすい形が必要ではないか

• 海を知らない都市域の人たちに海を知り興味を持ってもらいたい

◆ 藻場再生・創出・技術実証ワーキングで検討

◆ 情報発信強化ワーキングで検討

◆ 他会員が参画可能な活動がありましたら、本日の会議や事務局までご教示ください

• 大阪湾ＭＯＢＡリンク構想の実現に向けて議論ができる場が欲しい
• 共創を通じて藻場再生の具体的なアクションを起こしていきたい

• 大阪湾の藻場創出に貢献するため、海洋関係の商品開発に向けて、漁礁メーカーにおけるニーズを把握したい

• 実海域での実証を行う場合の場所を確保したい

• 大阪湾産の種苗を活用した、藻場再生に貢献したい

• 現在、潜水によるモニタリングを実施しており、より簡単なモニタリングや分析ができるようになってほしい

• 藻場造成におけるモニタリングの課題やニーズについて、現場の方と意見交換が行いたい

• ブルーカーボン生態系のモニタリングに寄与するソリューション開発により環境・水産業等に貢献したい

モニタ
リング

開 発
実 証

連携等
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〔意⾒交換➋〕 情報発信強化の⽅法（案︓事務局アイデア）

 各会員における情報発信では⼤阪湾ブルーカーボン⽣態系アライアンス（MOBA）の名称を利⽤
（例）大阪府や兵庫県が連携協力事業とすることで、府県の記者会への発信

 顕彰制度の活⽤（全国海の再⽣・ブルーインフラ賞）

（参考：第１回受賞）国土交通大臣賞：兵庫運河の自然を再生するプロジェクト
みなと総研賞：阪南市 熊本県立芦北高等学校林業科アマモ班
審査委員会特別賞：一般財団法人 セブン－イレブン記念財団

 会員による情報発信ツール・機会の確保

 「TEAM EXPO 2025 | 公益社団法⼈2025年⽇本国際博覧会協会」のイベント情報の発信

 国⼟交通省が検討中の「ブルーインフラ・アライアンス（仮称）」との連携

 マスコミ等による取材を通じた情報発信

 会員による技術情報やイベント情報をとりまとめて、MOBAのホームページで発信

 大阪湾におけるブルーカーボン生態系の取組みについて、継続的、かつ、一元的な情報発信を、会員
の皆様と連携して実施することで、知名度の向上につなげる。

 会員向けの定期的な情報発信
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 第１回ブルーエコノミー日本サミット

日 時：５月１４日 13時30分～16時30分

場 所：大阪府大阪市中央区備後町2-2-1

（りそなグループ大阪本社ビル）

 ひょうごブルーカーボンシンポジウム（仮）
日 時：６月２５日（火）13時00分～16時30分

場 所：兵庫県神戸市内

 アライアンス会員の皆様には活動内容の展示スペース等をご準備する予定です。

〔意⾒交換➋〕 会員によるイベント情報

阪南市ほか

兵庫県・ひょうご豊かな海づくり県民会議ほか

 ブルーカーボン生態系の取組みについて、イベントや展示等の情報がありましたら、事務局までお知
らせください。
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〔意⾒交換❸〕 事務局の運営方法

【会員の皆様への確認事項】
〇ワーキングの参画意向、会員が意見交換を希望するテーマの集約。
〇報道機関等からの取材対応における、取組内容の提供が可能かどうか。
〇大阪府が作成する大阪湾のブルーカーボン生態系の取組みPR動画の素材募集
（※著作権がフリーのものに限る）

〇ひょうごブルーカーボンシンポジウム（仮）での展示希望の有無 等を予定

 事務局においては、引き続き、定期的な情報提供や、６月目途にしてワーキングを設置・運営を行う。
 会員による積極的な事例や知見の提供、アライアンス・事務局運営に関するアイデア等も募集する。

会員への情報提供（適宜）

・大阪府や兵庫県の事業内容（予算や取組結果 等）
・会員主催イベントや展示、活動等に関する情報発信（＊適宜事務局まで提供をお願いします。）
・国や他自治体の取組みの紹介 等を予定

ワーキングの設置・運営

・２ワーキングを設置し、会員からのニーズを基に、【Web会議】を中心に継続的に検討を行う予定。
・会員が希望するテーマも随時【Web会議】を中心に開催する。


